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友と歩いた道



　地域教育力ネットワーク協議会は生活体験などを通して、子どもたちの「生きる力」を育む活動をしている。

　市内の3地区の協議会では、この夏、中学生を対象として長距離を歩くイベントを開催。金目中学校区では小田原駅～金目中学校の約28キロメートルを、神明中学校区では江ノ島～神明中学校の約1
8キロメートルを歩いた。

　そして金旭中学校区では大山ナイトハイクとして金旭中学校～大山の約19キロメートル、標高差約1240メートルの道のりを歩き通し、山頂で夜明けを迎える。25年続く大山ナイトハイクでは、地域の大人との世代間交流や自然の中での体験を通して、地域に目を向ける意識や助け合いの精神などを育てている。

　今回は金旭中学校区の大山ナイトハイクを追った。

問：社会教育課　電話：0463-35-8123





大山へ




　太陽が沈みきった7月25日午後7時30分。金旭中学校（広川12）の体育館に、2・3年生59人が集まった。

「山頂まで行けるかな」

　それぞれが期待や不安を胸に出発の時を待つ。



[image: 大山ナイトハイクの歩行ルート]
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金旭中学校から見る大山


長い道のりを出発


　8時40分に出発式を終えると、生徒は大山に向けて歩き出した。軽快な足取りで、岡崎架道橋を渡り、田んぼ道を進んでいく。

「車に気を付けてね」

　声を掛けるのは、誘導棒を持って引率する旭北体育振興会の役員の安住（やすずみ）弘幸さん。地域教育力ネットワーク協議会の依頼で参加し、9年目になる。「ナイトハイクの前と後では生徒の顔が全然違います。達成感がある顔を見ると、うれしいですね」と笑顔を見せる。ほかにも、青少年指導員ら約110人が、道案内などでサポートする。

　歩き始めてから2時間。途中の比々多（ひびた）神社で生徒は休憩をとると座り込み、タオルで額の汗を拭う。5分程度の休憩が終わると、出発時よりも重くなった足をまた踏み出していく。



[image: ① 随行者が通過状況をチェックする中、登っていく生徒]

① 随行者が通過状況をチェックする中、登っていく生徒。




[image: ② 出発式で注意事項を聞く生徒]

② 出発式で注意事項を聞く生徒。




[image: ③ 15人程度の班で、8班に分かれて歩く]

③ 15人程度の班で、8班に分かれて歩く




[image: ④ 伊勢原市に入り、小田急線の踏切を渡る。危険な場所は地域の方が誘導する]

④ 伊勢原市に入り、小田急線の踏切を渡る。危険な場所は地域の方が誘導する。




[image: ⑤ 途中、神社などで5～10分の休憩を4回とり、水分補給をする]

⑤ 途中、神社などで5～10分の休憩を4回とり、水分補給をする。




[image: ⑥ 大山のゲートをくぐり長い坂道をさらに登り続ける]

⑥ 大山のゲートをくぐり長い坂道をさらに登り続ける。





闇夜の山頂を登る


　26日午前0時、先頭を歩く班が、学校から約12キロメートル地点の大山山麓のバスロータリーに到着。大山新道の長い坂道を登り終えた。遅れること30分、次々に生徒が到着した。

「しっかり食べていきなよ」

　PTAの方がけんちんうどんを手渡すと、生徒は口に運び、笑顔を見せる。着替えを済ませ、少しの休息を終えた1時、山頂を目指し、再び歩き始めた。

　土産物店が並ぶ階段を登ると、女坂の石段を進んでいく。昼間は爪切り地蔵などが見える女坂も、夜は電灯が少なく、視界が悪い。ハンドライトで照らす足下には、大きな岩が並ぶ。

　ナイトハイク初参加の2年生、岸勇希さんは大山登山の経験があったが、「暗くて道が見えづらいので、昼間よりも登るのが大変」と話す。石段に足を掛けて踏ん張ると、顔から汗が滴っていた。

　大山阿夫利（あふり）神社の下社を過ぎ、杉の大木の間を登っていく。見上げた石段の先には、きつい登り道が続く。やっとの思いで尾根に出ると、視界が開けてくる。




[image: ⑦ PTAの方がバスロータリーで炊き出しのけんちんうどんを作る]

⑦ PTAの方がバスロータリーで炊き出しのけんちんうどんを作る。





[image: ⑧しょうゆ味のうどんを食べて、疲れた体に力を付ける]

⑧しょうゆ味のうどんを食べて、疲れた体に力を付ける。





[image: ⑨ 麓からは30人程度の班で山頂を目指す。近くに滝が流れ、涼しさを感じる]

⑨ 麓からは30人程度の班で山頂を目指す。近くに滝が流れ、涼しさを感じる。





[image: ⑩ 大山阿夫利（あふり）神社の下社前の階段を登る。背後には伊勢原市と平塚市などの夜景が広がる]

⑩ 大山阿夫利（あふり）神社の下社前の階段を登る。背後には伊勢原市と平塚市などの夜景が広がる。





[image: ⑪ 大山中腹になると生徒の顔にも疲れの色が見える]

⑪ 大山中腹になると生徒の顔にも疲れの色が見える。




[image: ⑫ 足場の悪い山道を一歩一歩慎重に踏み締める]

⑫ 足場の悪い山道を一歩一歩慎重に踏み締める





[image: ⑬ 山頂付近では足の疲れがピークになりながらも力強く登る]

⑬ 山頂付近では足の疲れがピークになりながらも力強く登る。




[image: ⑭ 山頂に到着して一息つくころ、空は明るくなり始める]

⑭ 山頂に到着して一息つくころ、空は明るくなり始める。




山頂から望む景色


　道が緩やかになった先の鳥居をくぐると、ついに標高1252メートルの山頂に到着。生徒が登り終えた午前4時20分には、東の空は薄明るくなっていた。

「今年は朝日見られるかな」

　生徒は期待を胸にオレンジ色に染まる空を眺める。

　4時50分、雲の切れ目から朝日が顔を出すと生徒から「きれい」と歓声が上がった。スマートフォンで記念撮影をするなど、目の前に広がる美しい光景に浸っていた。

　初めて登山を経験した2年生の佐々木大輔さんは「友達と一緒に時間を掛けて登って、達成感と感動を味わえた。御来光も見られたし、来年も登りたい」と力強く話すと、元気よく歩き出し、大山山頂から下っていった--。





[image: ⑮ 雲の切れ目から見える朝日をスマートフォンで撮影]

⑮ 雲の切れ目から見える朝日をスマートフォンで撮影。




[image: ⑯ 朝焼けに照らされながら記念撮影]

⑯ 朝焼けに照らされながら記念撮影。





新しい命を守る場所がある　市民病院


　出産を迎えるとき、一番大切なのは、母子の安全です。市民病院（南原1-19-1）の周産期センターは、妊娠から出産まで全力でサポートします。

問：市民病院　電話：0463-32-0015



[image: 上之薗美耶医師]


　「地域の産婦人科のクリニックと比べると市民病院には複数の診療科があり、急なトラブルが起きた場合でも、同じ病院内で迅速に対応できるのが強みです」と力を込める産婦人科の笠井健児部長。糖尿病や心疾患などの合併症がある場合でも、専門科の診療を受けながら、出産に向けて準備できます。

　上之薗美耶（かみのそのみや）医師（前写真）は「相談相手が女性で良かった、と言われる機会が多いですし、女性医師を指名して来院される方もいます。手術などで対応できないときもありますが、時間をいただければ可能な限り、応じるようにしています」と心強い一言。「初めての受診は不安があると思いますが、どの医師も優しいので、安心して受診してほしいですね」と笑顔で話します。





連携して周産期を支える

　妊娠中期の22週～出生後7日間を周産期と言います。合併症や容体の急変など、お母さんと赤ちゃんの両方に、緊急事態が起こる可能性が高い時期です。

　周産期の緊急事態に対応できる「周産期センター」は、昭和57年に設置され、産婦人科と小児科が並ぶ市民病院北棟の4階にあります。医師や看護師、助産師ら計66人がおり、日頃から両科で情報のやり取りを重ね、昨年度は410件の出産を取り扱いました。





赤ちゃんを守るNICU

　「全てのお産が100パーセント安全ではありませんが、母子ともに健康な出産を第一に目指しています」と小児科の山田健一朗部長。市民病院には市内で唯一のNICU（新生児集中治療室）があります。早産や低体重、生まれつき疾患のある赤ちゃんの命をこれまでも救ってきました。「近隣を見ても、産婦人科が減り、NICUも減っています。ですが、市内にはリスクの高い方を受け入れる病院がある、と安心感を持ってもらえれば」と話します。





見守られながら成長する

　小児科ナースステーションの奥にNICUはあります。全部で8床、通常は4～5床のベッドで赤ちゃんが過ごしています。母親のお腹の中の環境に近づけるようブラインドを下ろし、照明を暗くしています。1人1人、ベッドに寝かされた赤ちゃんを24時間、スタッフが見守ります。

　沐浴（もくよく）の指導を受けに来たお母さんは、優しく赤ちゃんを抱き上げます。「市民病院と、NICUがあるもう一つの病院で迷いましたが、皆さんに良くしてもらい、市民病院にして良かったと思っています。総合病院には珍しく『祝い膳』もありました」と笑顔で話してくれました。


[image: 赤ちゃんとお母さん]

NICUで赤ちゃんの体重を計るお母さん



応募方法



■募：応募方法（応募が必要です）　問：問い合わせ


■必要事項とある場合、郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・電話番号をご記入ください。


■市役所への郵便物は、〒254-8686平塚市役所○○課で届きます。


■募集開始日の記載がない場合、8月24日（月）午前8時30分から受け付けます。


■メールの応募の場合　@以下にcity.hiratsuka.kanagawa.jpを付けてください。



[image: 記入例と市役所へのマップ]





募集


応募方法の詳細は「応募方法」ページへ


明るい選挙推進協議会の新規会員


　会員になって、明るくクリーンな選挙を呼び掛けませんか。市内の有権者が対象です。詳しい入会条件はお問い合わせください。

募：選挙管理委員会事務局　電話：0463-21-8795




提案型ネーミングライツのパートナー


　愛称を付けたい施設を選んで、応募しませんか。

 市内のスポーツ施設や文化施設、公園などの市民が利用する公共施設。

　期間は原則3年以上。条件など詳しくは市ウェブをご覧ください。

募：10月30日（金）まで。資産経営課　電話：0463-21-8763へ。


[image: 馬入サッカー場]

導入対象施設の一つ馬入サッカー場


店舗コンクールの参加店


　個性的・魅力的な店舗づくりをしている優良店舗からの応募を受け付けます。

　次の条件を全て満たす店舗①市内で8月31日（月）までに開業し、小売業・飲食業・サービス業を営んでいる（大手フランチャイズチェーンなどは除く）②資本金の額・出資額が5000万円以下、または従業員数が小売業・飲食業の場合50人以下、サービス業は100人以下③過去3年間、当コンクールで受賞していない（受賞後に店舗改装をした場合は除く）、など。

　お勧めのお店の情報提供も受け付けています。

募：豊原分庁舎2号館1階の商業観光課　電話：0463-35-8107 FAX：35-8125や松風町2-10の
平塚商工会議所などにある申込書を、ファクスまたは直接、9月11日（金）までに、同課へ。




子ども美術教室


　ガラス絵や七宝（しっぽう）焼を作ってみませんか。

　10月3日～31日の土曜日、全4回、午後1時30分～3時30分。青少年会館。市内在住の小学校3～6年生20人（抽選・初めての方を優先）。1000円。

募：教室名・必要事項・学年・参加経験の有無を、はがき・ファクス・メールで、9月13日（日）までに、〒254-0041浅間町12-41青少年課　電話：0463-32-7029　FAX：31-1441　メール：seishonen@へ。




イーハトーブレディース駅伝


　平塚市代表として、友好都市・岩手県花巻市の大自然の中を走りませんか。

　10月17日（土）・18日（日）。駅伝は18日午前10時から、15キロメートル5区間。市内在住・在勤・在学の16歳以上の女性で編成した正選手5人・補欠1人の1チームまたは個人で応募した6人（抽選）。高体連・学連・実業団連盟の登録選手は除きます。1人1万8000円。

募：電話で、8月28日（金）までに、文化・交流課　電話：0463-25-2520へ。




花巻りんごの木のオーナー


　花巻市の特産品、りんごの木のオーナーになりませんか。生産者が管理して、11月下旬以降に収穫後、送ります。自分で収穫もできます。

　品種はふじ。収穫量は天候によって変わります。1人何本でも応募できます。先着順。

40キログラム（ダンボール4箱分）　1万6600円。60人。

30キログラム（ダンボール3箱分）　1万2600円。10人。

20キログラム（ダンボール2箱分）　8300円。10人。

募：電話で、8月21日（金）から、文化・交流課　電話：0463-25-2520へ。




地域の行事に役立つイベント用品を貸し出します


　自治会や子ども会などの地域活動に貸し出します。10月～平成28年3月の先行予約を受け付けています。

　貸し出し期間は5日以内。抽選。平成27年9月1日（火）以降は、先着順。

　ポップコーン機、綿菓子機、かき氷機、焼物機、焼きそば台、おでん鍋、発電機、ワイヤレスマイク・アンプ、テント。

募：電話で、8月31日（月）までに、協働推進課　電話：0463-21-9618へ。




モーニング囲碁入門教室


　初心者を対象にした入門教室です。

　9月19日～12月5日の土曜日、全12回、午前10時～正午。平塚棋院（代官町4-15）。7回以上参加できる、囲碁を全く知らない小学生以上の方20人（先着順）。5000円、高校生以下2500円。

募：電話で、まちづくり財団文化事業課　電話：0463-32-2237へ。




創業応援セミナーと交流会


　売り上げを増やすための講演や、市内で創業した方の体験談が聞けます。交流会もあります。

　9月1日（火）午後5時～8時。平塚信用金庫本店（紅谷町11-19）。創業を考えている方・創業5年未満の経営者50人（先着順）。交流会への参加は2000円。

募：平塚信用金庫各店または同金庫ウェブにあるチラシを、ファクス・メールで、同金庫営業推進課　電話：0463-24-3082　FAX：24-3094　メール：sb1286100@hiratsuka-shinkin.jpへ。




子どもの就職を考えるセミナー


　引きこもりの子どもを理解・支援するため、講演と個別相談会をします。

　9月15日（火）午後1時30分～4時30分。青少年会館。39歳以下の引きこもりで自立を目指している方の家族。先着順。講演会20人、個別相談会4組。

募：電話で、平日の午前10時～午後5時に、県西部地域若者サポートステーション　電話：0465-32-4115へ。




東京農業大学の里山体験講座


　収穫体験などをします。

　11月22日（日）午前10時～午後5時。雨天決行。吉沢公民館（上吉沢395）集合。小学生以上の方30人（先着順・小学生は保護者同伴）。飲み物・雨具・軍手・お持ちの方はカメラ。軽作業ができる服装でお越しください。

募：電話で、9月8日（火）から、平日の午前10時～午後4時に、東京農業大学エクステンションセンター　電話：03-5477-2562へ。同大学ウェブからも応募できます。



[image: 囲碁まつり]



　日本最大級の囲碁まつりを平塚駅北口中心商店街の周辺で開きます。20回目の開催を記念した1000面打ち大会やプロ棋士との交流会などをします。

①1000面打ち大会　午後1時～3時30分。湘南スターモール。19路盤で囲碁が打てる方1,000人（抽選）。1,000円、高校生以下500円。

②7路盤大会　午前11時～午後0時30分。公園通り。7路盤で囲碁が打てる方48人（先着順）。

③プロ棋士との交流会　午後4時30分～6時。平塚ラスカ6階ラスカホール（宝町1-1）。4,000円。高校生以下2,000円。

募：必要事項・年齢・イベント名（①②は段級位か囲碁歴も）を、往復はがき（1人1枚）で、8月21日（金）～9月25日（金）に、〒254-0045見附町15-1まちづくり財団文化事業課　電話：0463-32-2237へ。



[image: 1000面打ち大会]

1000面打ち大会ではプロ棋士と対局できます



お知らせ



中央図書館の臨時学習室


　中学生・高校生へ開放します。読書やグループ学習などに利用してください。

　8月26日（水）～29日（土）、午後1時30分～4時30分。中央図書館3階会議室。30人（当日先着順）。

問：中央図書館　電話：0463-31-0415




親子ものづくり教室


　銅板の表札や光る泥団子、畳のコースターなどを作ってみませんか。

　8月23日（日）午前11時～材料が無くなり次第終了。荒天中止。紅谷パールロード（紅谷町）。教室により300～1000円。

問：産業振興課　電話：0463-21-9758、当日の午前10時～午後5時は　電話：090-3215-0106へ。





総合防災訓練


　雨により地盤が緩んだ中で発生した大規模地震を想定した訓練です。自主防災組織の地震災害対応訓練や、土砂災害現場からのヘリコプターによる救助訓練などをします。

　8月29日（土）午前9時30分～正午。荒天中止。総合公園平塚のはらっぱ。

問：災害対策課　電話：0463-21-9734


[image: 総合防災訓練]

倒壊した家屋からの救助訓練もします


湘南ひらつか夏まつり


　駅前商店街のお買い物券が当たる抽選会など、楽しいイベントが盛りだくさんです。

　8月23日（日）午前11時～午後5時。荒天中止。平塚駅北口中心商店街。

問：商業観光課　電話：0463-35-8107




市税は納期内に納付を


　市税は皆さんの暮らしを支える大切な財源です。納期内に納めてください。

　納期を過ぎたときは、文書などで督促や催告をします。便利で確実な口座振替や、コンビニエンスストア納付もできます。

　経済的理由など、やむを得ない事情で市税の納付が難しくなった場合は、早めにご相談ください。

問：納税課　電話：0463-21-8769




かながわシェイクアウト


　家庭や学校、職場などで、地震発生時に机の下に隠れるなど、身の安全を確保する行動を確認します。9月1日（火）午前11時に一斉に訓練します。

　参加方法など、詳しくは県ウェブをご確認ください。

問：県災害対策課　電話：045-210-3425




年金情報流出を口実にした犯罪に注意しましょう


　日本年金機構を名乗って口座番号を聞き出そうとしたり、流出した個人情報の削除を持ちかけたりする者が現れています。今回の情報流出について電話やメールで日本年金機構から、連絡することは一切ありません。心配なことはお問い合わせください。

問：日本年金機構専用電話窓口　フリーダイヤル：0120-818211（午前8時30分～午後9時）





始まりますマイナンバー制度

一人に一つ　大切な番号をお知らせします


　10月から、住民票がある全ての方に、12桁の個人番号をお知らせします。年金や税の手続き、災害対策などで使う大切な番号です。

　10月以降、番号を記載した「通知カード」を世帯でまとめて住民票の住所に、簡易書留で送ります。希望する方には、申請すると写真付きの「個人番号カード」を無料で発行します。

問：市民課　電話：0463-20-9123




美術館で楽しもう


作ってあそぼうわくわくランド

　簡単に作れるおもちゃを保育士と一緒に作って遊びます。

　8月22日（土）午後1時30分～3時（入場は2時30分まで）。0～6歳の未就学児。

問：美術館　電話：35ー2111




キッズ鑑賞ツアー

　新収蔵品展を鑑賞します。

　10月3日（土）午後2時～3時。3歳～小学生の方と保護者15組（抽選・乳児も同伴できます）。

募：講座名・開催日時・全員の必要事項・年齢（未就学児の場合は月齢）・子どもの生年月日・ファクス番号・メールアドレスを、はがき・ファクス・メールで、8月27日（木）～9月17日（木）に、〒254-0073西八幡1-3-3美術館　電話：0463-35-2111　FAX：35-2741　メール：art-muse@へ。メールはタイトルを「ワークショップ応募」に。




[image: キッズ鑑賞ツアー]

親子で作品を鑑賞して感想を話し合ってみませんか




健康と福祉


応募方法の詳細は「応募方法」ページへ


訪問型の家族介護教室


　相談員が自宅へ訪問し、食事や排せつなどの介護の悩みを聞きます。

　市内在住で高齢者を介護している家族。訪問日時は相談で決めます。1回1時間程度。

募：電話で、高齢福祉課　電話：0463-21-9621へ。



身体障がい者の義肢・装具などの相談会


　生活に必要な義肢・装具などの作製・修理の相談を受け付けます。完成までに3回程度かかる場合もあります。必ず本人がお越しください。

　8月27日・9月24日・10月22日・11月26日の木曜日、午後1時～3時30分。平塚合同庁舎（西八幡1-3-1）の別館A・B会議室。18歳以上で身体障がい者手帳を持っている方。身体障がい者手帳、印鑑、現在使っている義肢・装具など。

募：電話・ファクスまたは直接、前日までに、本館1階の障がい福祉課　電話：0463-21-8774　FAX：21-1213へ。





健康チャレンジ学習型教室


　運動をして、健康に長生きしませんか。

　9月4日～10月16日の金曜日、全7回、午前10時～11時30分。南原公民館（南原2-15-1）。市内在住の65歳以上で、介護保険の認定を受けていない方15人（先着順・10人に満たない場合は中止）。タオル・飲み物。動きやすい服装でお越しください。

募：電話で、8月24日（月）午前10時から、河合楽器製作所カワイ体育教室　電話：045-321-4644へ。




くすの木体操の講習会


　音楽に合わせて体を動かしましょう。楽しみながら体力づくりができます。

　9月18日（金）午後1時30分～3時。神田公民館（田村3-12-5）。飲み物・タオル・バスタオル・室内用運動靴。

問：健康課　電話：0463-55-2111




認知症サポーター養成講座


　知識や対応方法を学び、認知症への理解を深めましょう。講義終了後に、認知症サポーターの証しとして、オレンジリングを差し上げます。

　9月11日（金）午前10時～11時30分。中原公民館（御殿2-17-38）。市内在住・在勤の方30人（先着順）。筆記用具・飲み物。

募：電話で、高齢者よろず相談センターごてん　電話：0463-31-6957へ。


[image: 認知症サポーター養成講座]

講義を受けて正しい知識を学びましょう



健康推進員と一緒に歩こう


　相模川の堤を歩きます。

　9月15日（火）午前9時～午後1時。当日午前7時ごろの横浜の降水確率が50パーセント以上の場合は16日（水）に延期。16日も50パーセント以上の場合は中止。ひらつかサン・ライフアリーナ集合・解散。約7・6キロメートル。飲み物・タオル・帽子・雨具・お持ちの方は歩数計。

問：健康課　電話：0463-55-2111




腎臓病を予防しよう


　東海大学の専門医が講演をします。

　9月26日（土）午前10時～11時30分。保健センター。市内在住・在勤の方40人（先着順）。

募：電話で、健康課　電話：0463-55-2111へ。




長寿のお祝い


　「敬老祝い品」を贈ります。9月中に民生委員らが本人に届けます。

　9月16日（水）現在、88歳（米寿）・99歳（白寿）・100歳以上の方。

問：高齢福祉課　電話：0463-21-9622




健診で血圧注意と言われたら


　血圧を下げるための献立を学びます。

　10月3日（土）午前10時～午後1時。保健センター。市内在住・在勤の方40人（先着順）。エプロン・三角巾・布巾。500円。

募：教室名・開催日・必要事項・生年月日を、はがきで、〒254-0082東豊田448-3健康課　電話：0463-55-2111へ。




オストメイトの相談会


　講演「皮膚トラブルと日常生活」と懇談会などがあります。

　9月6日（日）午後1時30分～4時30分。茅ケ崎市青少年会館（茅ケ崎市十間坂3-5-37）。人工肛門・人工ぼうこう保有者とその家族ら70人（当日先着順）。

問：日本オストミー協会神奈川支部の須田　電話：0466-45-4216




拡大図書の新人講習会


　視覚障がいがある児童らのために、教科書を拡大する方法などを学び、視覚障がいヘの理解を深めます。

　9月9日～10月7日の水曜日、全4回、午後1時30分～3時。社会福祉協議会（錦町15-17KS管理ビル2階）。市内在住・在勤・在学の方20人（先着順）。筆記用具。500円。

募：電話または直接、8月21日（金）午前9時から、社会福祉協議会　電話：0463-51-6133へ。





[image: 子どもの健康9月]



　会場は保健センターです。母子健康手帳をお持ちください。詳細は、市ウェブをご覧ください。

問：健康課　電話：0463-55-2111




◆母親父親教室

　妊娠8カ月以降の方とその家族。

★お産の進み方と産後の過ごし方など　14日（月）午後1時30分～3時15分。

★赤ちゃんの特徴と育児など　26日（土）午後1時30分～3時20分。




◆乳児の個別健康診査

実施医療機関へ直接お申し込みください。4カ月児・8～10カ月児。実施医療機関の一覧表は、市ウェブまたは保健センターにあります。




◆歯科健康診査（予約制）

　9日（水）午後1時～2時30分。24日（木）午前9時～10時30分。2歳1カ月児～2歳6カ月児。




◆育児相談

　2日・9日・16日の水曜日、午前9時30分～10時30分。




◆すくすく子育て教室（予約制）

　赤ちゃんの病気と育児など。16日（水）午後1時30分～3時。5～6カ月児。





◆歯っぴい　はみがき教室（予約制）

★8日（火）午前10時～11時。8～12カ月児。歯みがき準備期編。

★5日（土）午前10時～11時。1歳3カ月児～1歳6カ月児。歯みがきイヤイヤ克服編。





◆離乳食教室（予約制）

★5～6カ月児　29日（火）午後1時30分～2時40分。

★7～8カ月児　11日・25日の金曜日、午後1時30分～3時。

★9カ月児～1歳6カ月児　18日（金）午前10時30分～11時30分。

★ダイジェスト版離乳食教室　離乳食の開始から卒業まで。27日（日）午前10時30分～正午。5カ月児～1歳6カ月児。







スポーツ


応募方法の詳細は「応募方法」ページへ



首都大学野球秋季リーグ


　9月5日（土）午前10時・開会式、11時・東海大-日体大、午後1時30分・桜美林大-城西大、4時・筑波大-大東大。6日（日）午前10時30分・城西大-桜美林大、午後1時・日体大-東海大。バッティングパレス相石スタジアムひらつか。

　当日券を試合開始1時間前から販売します。大人1000円、大学生・高校生500円。

問：総合公園管理事務所　電話：0463-35-2233




ジュニアテニススクール


　①9月3日～12月24日の木曜日②9月4日～12月25日の金曜日、各全15回、午後3時45分～4時35分。桃浜町庭球場。小学校1～3年生、各16人（先着順）。5400円。

募：希望コース・必要事項・生年月日・学年を、はがきまたは直接、〒254-0815桃浜町34-18の桃浜町庭球場　電話：0463-31-7971へ。




少年少女剣道大会


　団体戦（小学生）と個人戦があります。

　10月4日（日）、小学生は午前9時30分、中学生は午後1時、開会式。トッケイセキュリティ平塚総合体育館。市内在住・在学の小・中学生。9月11日（金）に監督会議・団体戦組み合わせ抽選会があります。

募：市ウェブや〒254-0074大原1-1バッティングパレス相石スタジアムひらつか内のスポーツ課　電話：0463-31-3060などにある申込書を、郵送または直接、8月28日（金）午後5時までに、同課へ。





[image: 湘南ひらつか花火大会]



　スターマインや尺玉など約3000発の花火を打ち上げます。皆さんの願いをだるま型の花火に込めた「願かけ花火」のほか、昨年の大会で好評だった、音楽とシンクロした花火も打ち上げます。

　8月28日（金）午後7時～8時。荒天の場合は30日（日）に延期。湘南潮来（相模川河口）。

問：湘南ひらつか花火大会実行委員会　電話：0463-35-8107



[image: 花火]



お知らせ掲示板



松田早苗陶磁器上絵付展

　白い器に専用の絵の具で描いた作品を展示します。

　8月26日（水）～30日（日）、午前11時～午後6時（30日は午後4時まで）。元麻布ギャラリー平塚（明石町1-1）。

問：松田　電話：0463-53-2240





アート・ミューゼ作品展示会

　とんぼ玉やトウ工芸などの作品を展示します。

　9月10日（木）～15日（火）、午前10時～午後5時（15日は午後3時まで）。市民プラザ。

問：アート・ミューゼの鈴木　電話：0463-34-2195





We-写楽写真展

　約100点の作品を展示します。

　9月15日（火）～21日（祝）、午前9時30分～午後4時30分（15日は正午から。21日は午後4時まで）。美術館。

問：We-写楽の大貫　電話：0463-55-4695




利用方法



　掲載は、広く市民に開放されている発表会や展示会などで、事前応募の必要がないイベントに限ります。サークルなどの会員や受講者の募集は対象外です。掲載対象は、市内で活動する個人または団体からのお知らせです。申込者または申込団体の代表者が、市内在住の場合に限ります。受け付けは、掲載希望月の2カ月前の1日～月末最終日の午後5時です。なお、月末最終日が休庁日の場合は、それ以降市役所が最初に開庁する日の午後5時までです。

募：本庁舎3階の秘書広報課　電話：0463-21-8761　FAX：21-9613　メール：kohohira@や市ウェブにある申込書を、郵送・ファクス・メールまたは直接、同課へ。






[image: まちの話題写真リポート]




ペコちゃんに会おう

　ペコちゃん展を9月13日（日）まで美術館で開いています。

　ミルキーの歴代パッケージなど懐かしい物から現代アートまで、さまざまなペコちゃんに会えます。7月23日には美術館などでペコちゃんが一日館長を務め、笑顔を振りまきました。

[image: 見学するペコちゃん]

[image: ふれあうペコちゃん]
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楽しくクッキング

　親子で朝ごはんクッキング教室が7月29日、保健センターでありました。

　子どもたちは、初めての料理に戸惑いながらも、真剣な表情で取り組んでいました。

[image: 朝ごはん]






色とりどりの勾玉（まがたま）

　勾玉づくり教室が7月30日、寺田縄の埋蔵文化財調査事務所でありました。

　この日の材料は滑石という柔らかい鉱石です。ヤスリで削って形を整え、好きな色に着色したらひもを通して完成。勾玉のきれいさに子どもたちは「ただの石だったのに、まるで魔法みたい」と興奮した様子でした。

[image: 勾玉]






平塚で海水浴

　台風の影響で延期になっていた湘南ベルマーレひらつかビーチパーク by shonanzoenの海開きが7月22日にありました。海水浴は9月6日（日）まで楽しめます。週末の砂浜には、テントやパラソルが並び、家族や友人らと海水浴を楽しむ人でにぎわっていました。

[image: 海水浴場01]

[image: 海水浴場02]








真夏の里山体験

　夏休みこども環境教室「里山編」が8月1日、土屋の里山体験フィールドでありました。

　真夏の猛暑の中、約100人の参加者が、間伐された樹木で作ったシーソーで遊んだり、「里山をよみがえらせる会」の会員の指導の下、竹トンボやささ舟などの工作体験に親子で熱中したりしました。

[image: 里山]







迫力の機関車を描く

　文化財写生会が7月22日、浅間町の文化公園でありました。

　集まった27人の児童らは、文化公園にある大きなD52型蒸気機関車を間近に見ながら、真剣な表情。「絵を描くのは好きだけど、見た通りに描くのは難しい」などと話しながら、クレヨンや絵の具で画用紙に思い思いに描いていました。

[image: 機関車]








[image: 落合克宏　市長こらむ]


戦後70年平和を語り継ぐ



　先日、友好都市である岩手県花巻市の宮沢賢治記念館を訪問しました。今年4月にリニューアルオープンした同館で印象に残ったのは「世界がぜんたい幸福にならないうちは個人の幸福はあり得ない」という賢治の言葉でした。

　今年は戦後70年の節目の年ということもあり、平和が話題になることが多くあります。本市でも、さまざまな事業を催しています。

　リレートーク「市民が探る平塚空襲　その時、人々は」では、6人の空襲体験者をお招きし、それぞれの体験談を通して、平塚空襲の実態に迫りました。当日は会場に入りきらないほど多くの方にお越しいただき、場外にはモニターが設置されました。

　博物館では被災された方々の証書を集めた「市民が探る平塚空襲　通史編Ⅰ　平塚空襲の実相」を刊行しました。8月15日から400円で販売しています。

　「大野地区平和を感謝する集い」では、平塚の空襲と戦災を記録する会の江藤巖(いわお)会長のお話を聞きました。江藤会長は、その直前に発表された中原中学校生徒の作文を引用し、「平和は誰かが与えてくれているものではない。自分たちで努力して作り出すものだ」と訴えておられました。

　ところで、この原稿を書いているのは7月末です。もしかしたら終戦の日をピークにして、この広報紙が発行される頃には平和が話題になることが少し減っているかもしれません。しかし、戦災を被り市域の多くを焼失した歴史を持つ平塚市には「核兵器廃絶平和都市宣言」でもうたわれているように、平和を守り次代へ引き継いでいく責務があります。

　総合公園の大池の北西には宮沢賢治の短編童話のタイトルにもなっている「やまなし」の木があります。賢治のように平和への関心を持ち続けるとともに、身近な題材を通して、子どもたちに平和の尊さを語り継いでいきたいと考えています。




[image: 献花]

「大野地区平和を感謝する集い」では、戦没者を追悼する献花をしました。






次回納期の市税・手数料



　納付は口座振替が便利です。

①市県民税（第2期）

②国民健康保険税（第3期）

③後期高齢者医療保険料（第2期）

④介護保険料（第3期）

⑤清掃し尿従量手数料（第5期）

　納期最終日　8月31日（月）

問：①納税課　電話：0463-21-8769

②保険年金課　電話：0463-21-8775

③保険年金課　電話：0463-21-9768

④介護保険課　電話：0463-21-8790

⑤循環型社会推進課　電話：0463-21-8796





がんばれ湘南ベルマーレ



平塚市民デー

　8月22日の川崎戦は平塚市民デーです。平塚市に在住・在勤・在学の方は前売り券が最大半額になります。購入方法などの詳細は、湘南ベルマーレウェブでご確認ください。

8月22日（土） 19：00 VS 川崎　BMWス

9月12日（土） 19：00 VS 松本　BMWス





山田直輝MF8

　各年代の日本代表に名を連ね19歳でA代表に選ばれるなど将来を期待されてきたが、長期のけがで試合に出られない苦しみを味わった。浦和から加入した今季、豊富な運動量、技術の高さ、センスあふれるプレーで再び輝きを取り戻している。


[image: 山田直輝写真]







広報ひらつかについて


多くの方に読んでいただくために、広報ひらつかは全戸配付しています。次号発行日は9月4日（金）です。


広報ひらつかについてのお問い合わせ


平塚市企画政策部秘